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フレデリック・ショパン
5．まとめにかえて
幻想即興曲は、様々な経緯によりショパン自身の手によっては出版する
に至らなかった作品である。ショパンは、「生前出版されなかったものは、
すべて燃やすように」と、遺言したそうであるが、既に述べたようにショ
パンの信頼する友人J．フォンタナによっていくつかの作品はショパンの
没後、出版されている。そうした作品の中でも、幻想即興曲はひときわ美
しく、これまで人々を魅了し世界中に広まり演奏され続けていることは今
さら言うまでもない。
ショパンが時代を越え国境を越えて世界中の人々に愛される理由は、人
間の中に秘めた喜怒哀楽が常に作品内に存在しているからである。誰の心
にも訴えかけてくるメロディーは、ショパンの呼吸と息づかいを感じさせ、
美しさと言いようのない感動で満ちている。祖国を奪われ、独立の為の闘
いの時代に生きたショパンは、武器をとるかわりに音楽によって人々の心
を慰め励まし力づけたのである。
時代に翻弄されながらもその時代を生き抜いた人々を研究するにあたり、
内面を知る手がかりとして歴史的背景を研究することは、大変重要な意味
を持つ。ショパンの作品を歴史的な視点から見直し、位置づけ、それを将
来に伝えていく作業は大変重要であると考える。今後、さらなる研究を進
めるしだいである。
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